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[Abstract] 
University professors are struggling with improving their lectures to be more 
effective against the students who have not enough eagerness to learn in the 
everyday lectures. As we observe the students who have low performance in learning,  
we find that their problems are not in their learning ability but in their lack of  
motivation to learn, lack of curiosity to knowledge, lack of skills for learning, lack of 
recognizing the importance of note taking, etc.  In this paper we present our trial of 
modeling student’s attitudes such as willingness to learn and other ones based on 
lecture data. The data we use in this paper are attendance and homework scores for 
the index of student’s effort,  and examination scores for the index of their 
achievement, together with their evaluation data on themselves and on the lectures. 
We analyze their correlations from these data. We believe the resulting knowledge 
extracted from such analysis gives useful knowledge for improving the lectures. 

























































(Knowledge Discovery and Data Mining) [1]や





































































































































































































































































































































と 0.1 と正値になる。 
































次に，x 軸を試験点の平均値 65.5 で，また y
軸を出席点の平均値 88.1 でそれぞれ上下や左右












































































































































































































一方学生 D2 と E はこれらの学生とは大幅に


































































一方学生 D2 と E はこれらの学生とは大幅に




























ような学生は全受講生 35 名中 20 名に過ぎない。
それら学生の試験点の平均値は 71 であり，それ
は全学生の平均値 65.5 より 5.5 点も高い。一方，
出席点や宿題点に関しては大きな違いは見られな
い。出席点については全体の 73.8 点に対して 74






































学生 C3 や D2 は低成績グループの典型例であ














































































































































表 1．5 グループの分散分析 
グループ 標本数 平均 分散 
① 4 65.2 27.3
② 5 70.5 98.8
③ 5 83.5 107.2
④ 3 69.8 68.7
⑤ 16 59.3 335.3
   
変動要因 変動 自由度 分散 
グループ間 2399.34 4 599.84
グループ内 6072.57 28 216.88
合計 8471.91 32  
   
分散比 P-値 F 境界値 
































分類 試験 宿題 出席 
A 2.08 0.79 0.47 ③ 
B 0.97 -3.06 -3.18 
⑤ 
C1 -1.94 0.55 0.96 
C2＊ -1.65 0.31 -1.23 
C3 -2.21 -0.05 0.96 
C4 -2.37 0.91 0.23 
D1 -0.70 -2.34 -0.50 ② 
D2 -0.85 -2.34 0.23 ⑤ 









を p , 学生 Q の語の数を q , 両者に共通する語
の数を r とすると，
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st001 60 st013 69 st015 71 st025 61 
考える .333 手立て .500 解答 .500 集める .333 
キーワード ▲ .286 重要 .500 得る .182 テレビ .200 
求める .250 考察 .500 データ .167 実践 .200 
得る .200 進める .500 整理 .167 ネット .200 
入力 .200 物事 .333 予想 .167 発表 .200 
素早い .200 大切 .125 角度 .167 力 .200 
四苦八苦 .200 考える .125 必ず .167 質 .200 
１つ .200 自分 .050 抽出 .167 術 .200 
付ける .200 検索 ▲ .016 受講 .167 質問 .200 
思いつく .200     選ぶ .167 必要 .167 
 
② グループ 
st007 75   st010 80  st012 71  st022 74   st034 54 
選び方 .333 節約 .250 諦める .250 スムーズ .250 大切 .231
基本 .200 効果 .250 用語 .250 増減 .250 機能 .231
課題 .200 短時間 .250 言葉 .200 余裕 .250 簡単 .222
他 .200 繋がる .250 入れる .200 生じる .250 難しい .200
求める .143 日常 .250 他 .167 収集 .250 必要 .125
適切 .143 上げる .250 集める .167 早い .250 情報 ▲ .118
得る .111 身近 .200 調べ .143 行う .200 キー ● .111
行う .100 時間 .167 違う .143 数多い .200 押す .111
役に立つ .083 身 .143 適切 .125 課題 .167 PrintScreen .111
様々 .077   インターネット ● .111  役に立つ .077  時間 .167   探す .111
 
③ グループ 
st005 99  st006 76 st003 77 st004 76  st014 90 
外国 ● .333 図書館 ▲ .148 組む .200 見せる .167 行く .250
図書館 ▲ .222 個性 .143 国 .200 限る .167 海外 .143
最新 .222 概要 .143 ボックス .200 興味深い .167 自動 .143
取り組み .222 就く .143 ＨＰ .200 写真 .167 特に .125
世界 .200 関係 .143 閉館 ■ .200 導入 .143 全く .125
見る .167 プラス .143 蔵書 ■ .200 身近 .143 貸出 ■ .125
IC ■ .167 全国 .143 載る .200 日本 .143 電子 ● .125
タグ ■ .167 同時に .143 ルート .200 著作 ● .143 大きい .125
さまざま .154 レファレンス ■ .143 取り組む .200 毎回 .143 普段 .111
感じる .143  又 .143 県 .200 学べる .143  図書館 ▲ .107
④ グループ    
st009 79  st018 66 st020 64    
参考 .286 絞り込み .333 語 .167   特徴語 
詳しい .286 増やす .333 辺り .167   
調べ .250 生活 .250 初め .167  ● 一般情報
各種 .167 増える .250 語源 .167  ▲ 頻出(多)
目指す .167 技術 .250 履歴 .167  ■ 科目 
役立てる .167 普段 .200 違い .167   
メタ ● .167 司書 ■ .200 出来る .167   
不要 .167 知識 .167 先生 .167   
国内外 .167 IC ■ .143 貸出 ■ .143   








表 3．Jaccard の類似度測度による学生の特徴語（つづき） 
 
⑤ グループ 
st002 82  st008 77 st011 79 st016 57 
レイアウト .167 画面 .500 ウェブサイト ● .400 新鮮 .250
項目 .167 開く .500 疑問 .286 ほか .250
レポート .167 メニュー .500 見る .250 種類 .143
勉強 .167 ワード .500 豊か .200 Yahoo!  ● .143
書き方 .167 保存 .500 気 .200 習う .143
極める .167 パソコン ● .125 いつか .200 今 .111
サーバ ● .167 役に立つ .091 少し .200 Google ● .111
始まる .167 仕方 .071 面白い .200 さまざま .111
最近 .167 感覚 .200 使う .083
苦手 .167 問題 .200 キーワード ▲ .063
    
st017 66 st019 52 st021 76 st023 56 
ション .250 昔 .200 活用 .333 選出 .250
苦戦 .250 疑問 .167 扱い .250 内容 .167
バリー .250 本当に .167 上達 .250 宿題 .167
探し出す .250 今 .130 すべて .250 適切 .125
結構 .250 思う .114 多い .250 役に立つ .077
的確 .250 学ぶ .111 使いこなす .250 キーワード ▲ .063
数 .200 応える .100 機能 .222 方法 .046
比べる .200 答え .100 利用 .200 学ぶ .030
増える .200 事前 .100 覚える .200   
膨大 .167 現在 .100 深い .200   
    
st024 75 st027 53 st029 55 st030 27 
本当に .250 仕方 .071 種類 .222 結果 .125
Google ● .200 情報 ▲ .033 いろいろ .222 行う .111
エンジン ● .167 検索 ▲ .016 ツール .143 知る .037
範囲 .167 初めて .125 情報 ▲ .033
広がる .167 駆使 .125 学ぶ .032
役立つ .167 サイト ● .111 検索 ▲ .016
教える .143 基本 .111   
良い .111 Yahoo!  ● .100   
演習 .111 習う .100   
Yahoo!  ● .111 今 .095   
    
st031 34 st032 29 st033 81 st035 51 
単語 .167 インターネット ● .429 方法 .200 引き出す .333
以来 .167 活用 .333 確認 .200 自宅 .167
アプローチ .167 st032 .250 半期 .200 作業 .167
意欲 .167 先 .250 行う .182 多々 .167
刺激 .167 使用 .250 事 .167 慣れる .167
全然 .167 就職 .250 駆使 .167 聞く .167
異なる .167 今後 .200 仕組み ● .167 触れる .167
頻繁 .167 受ける .167 覚える .167 生かす .167
デスク .143 演習 .143 教える .167 漠然と .167
たくさん .143  以前 .143 やり方 .143 小学生 .167
 
表 4．グループ別による特徴語の使用比率 




① 2 4 0.50 65.2
② 3 5 0.60 70.5
③ 12 5 2.40 83.5
④ 4 3 1.33 69.8
⑤ 18 16 1.13 59.3
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